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アセスメントに対する認識も、日本に導入されてから 20年が経過し、社会的にも認知され、

般市民にも定着してきた。しかし、事業計画ごとの環境アセスメントであるため、事業を実施するこ

とを前提とした「アワセメントJが横行し、各所で住民とのトラブルが発生している O 地域性を無視

した一定方式内の調査で、主体性の欠如、形骸化が進行している O

このような背景の中で、新しし アセスメント

然環境が多様な地域では、

れた。その

あるとの結論に達した。

日本のように白

とは何かを の例で示す O

での

地域社会が健全

伝統とともに、

してf子くためには、

に暮らせる

さや活気を求めることだけではなく、文化や

ばなりません。

水と

を、 な

とが大切である O

しい自然を守り

動植物などの地域の

であるという認識のもとに、

そのためには、行政、 市民の皆さ ましし

合的、

を保ちながら一定のルールに従って、自然保護、

に推進していかなければなりません。

町の環境を将来にわたってどのように

になって考え、っくりあげていくのが、

の世代に引き継いでいかなけれ

あり、この

な利用をはかつていくこ

あり万について 目標をもち、

りなどの施策を総

をしていくべきかを、行政とそこに

である O

このように白

住んでいる市民と

次頁の別表事*に に、森林の持つ水源酒養機能においても、 し、地域住民が

総合的視点でとちえられることにつとめ~。

自然保護運動も、貴重種を保全することからはじまり、ようやく と動き

に取りかかっている一だした。現在、富士山麓で、ブナ林の修復を主体とし

方で、地域を守ろうとすると、必然的に

シングを利用した、韓国の赤松林の調査、中

れまでの環境保全から、一歩踏み出し、失われた

よる

にも日を向けなければならない。現在リモートセン

ウイグル自治区の砂漠活用計画等を進めている O こ

を取り戻すため地球を修復しなければならない。
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別表 l

水諒通整機能

く特徴と機能〉

襲撃 雨が降った時の表lujiiI[ m :It /J.、 J:地の状況やi:l:iの強さ
によって変わります。この地域での実験の結果、 11寺田i雨

量の増加に伴う表同流出訟の増加は、操地やゴ‘ノレフ場の

人工草地で最も多く、 5umm/hrの的て'2umm、luOmm/hrの

雨ではその半分が流出します。ところが、森林地持て"L:t

ほとんどの需が浸透してしまい、 70mm/hr前後て、ようやく

表部流出が発生、 100mm/hrの雨て.5 mm-l0間程度の流出

が発生する桂度です。

盤 i菜さ1mまでの土壌の貯水能L:J:、広葉樹天然林が250mm

と最も高〈、針蒸留人工林は200-160mmで、ゴノレフ場で

は50mmと著しく低下します。

ゑ

了貫生

、、 f
d、、

〈環境の適正な保全に向けて〉

襲警 現状の森林土壌は没透能が高〈、 *i!忠桶養にも役立つ

ていますが、この森林を伐関し、大型機械などで25圧す

るような開発を行った場合には、浸透能・貯水能を著し

く低下させ、 71ci原語養機能が減少します。

このことは同時に、豪雨時=の洪水流出量の増加を意味

します。また、森林伐間後の造成棟地などでは、地表の

土砂流出の時加も考えられます。このような開発を行う

にあたっ;ては、十分な注意が必要です。
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別表2

洪水防止機能

〈特鍛と機能}

護憲 水害はri共水らむと「人tHlのirL;部l]t'!!XJの交手映するとこあてが

ttじますe

襲撃 富士山艶は噴火による JI賞品物で構成されているため、

透*t生が高〈降雨の%< li地下に浸透して、地表に流出
する水は少なくなっています。

襲警 年平均降雨量は、標高300mの桑Ih奇で約2，300mm、襟出

1，000mの天照教社で2.700mmに速し、標高が高くなるは

ど多くなる傾向を示しています。

関 降雨強夜も昭和47年に時間雨量 153慨を記録し、わが

i認の観測史上ても上位に数えられます。

襲警 現在のiIlJ道は、自然j走路を災害のたびに、同部的に改

11差してさたものが多く、流下流力は小規模です。
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地下水の汚染カ、懸念8れる

排水

く環境の適正な保全に向けて〉

関 流出係数 (liitl:l:j;I);')11に流れ出す割合)の小さ L、;・.'，-.1・111

箆地域(平均0.2ね!長)て、 j'j也改変によってi')(透れを低

めた場合、ドキ1:トJU与の長[(1Ii百Ut'，:lil:li4，51去に明大すると与

えられます。また、森林伐間後の造成探地などては、地

盤の土砂inUl'1の増加も考えられますO このような土地改

変にあたっては、すウ〉なlijj災対策が必要です。

騒 l~再発{こ対すω る治水対策は地域全体、 または流出単位に

よる総合治水対策のなかで検討していくことが大切です。

洪水に対する総合的な対応として、排水・貯間・浸透・

{呆*.Ai;華社が考えられま寸。

洪
水
流
量 ク流量ともに増加

~一一
伊一時時間

地被条件の改変に侍う洪水流出震の変化

下流地点へ及{ます影響

A+αa 

A 

洪水流山重量のま詮分は凡そ築水簡検の変化で表現できる
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